
 

 

  家畜衛生だより 
 

 

 

12／4 までに県内で捕獲された野生イノシシの CSF 検査について、新たに飯能市

で陽性が確認されました。これで、県内でＣＳＦ陽性となった野生イノシシは、合計

３３頭（検査対象４３６頭）となりました。 

 

 ！ CSF 陽性イノシシの生息区域が拡大しています。 

ワクチン接種後も飼養衛生管理に 

十分注意してください！ 
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 飯能市でCSF（豚コレラ）陽性イノシシが確認されました！ 
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 年末年始を迎えるに当たり、国内外からの人･物の移動が盛んになるため、ASF（ア

フリカ豚コレラ）、CSF、口蹄疫等の病原体侵入リスクが高まります。豚飼養者の皆

様におかれましては、以下の項目について、再度確認･徹底をお願いします。 

 

１．海外渡航の自粛 

 ご自身を含む畜産関係者の ASF、口蹄疫等の発生地域への渡航を自粛してくださ

い。やむを得ず渡航する場合は、以下の点に注意してください。 

  ・畜産関係施設に立ち入らない 

  ・原則として帰国後 1 週間は衛生管理区域に立ち入らない 

  ・海外で使用した衣服及び靴を衛生管理区域に持ち込まない 

 ※日本近隣諸国の ASF 発生情報は別紙をご覧ください。 

 

２．衛生管理区域への病原体の持ち込み防止 

  ・関係者以外の立入を制限する 

  ・衛生管理区域、豚舎に出入りする車両や物品の洗浄･消毒を徹底する 

  ・衛生管理区域専用の衣服を使用する 

  ・豚舎ごとに専用の長靴を設置し、使用を徹底する 

  ・豚舎周囲の清掃、整理･整頓を行う 

  ・飼料保管場所等へのねずみ等の野生動物の排せつ物の混入を防止する 

  ・死亡家畜の処理までの間、野生動物に荒らされないよう適切に保管する 

 

３．早期発見・早期通報の徹底 

 CSF、ASF および口蹄疫等の特徴的な症状を呈している家畜を発見した際には、

速やかに届け出てください。 

                     

 

 

 

 

 

年末年始に向けて防疫対策の強化をお願いします！ 

 

今年もお世話になりました。 

来年もどうぞよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 


